
　

会
期　
　

二
月
八
日
（
土
）
～
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

新
年
を
迎
え
、
こ
こ
数
日
温
か
く
穏
や
か
な
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
報
道
関
係
も
世
界
情
勢
の
動

向
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
情
報
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

前
橋
で
は
二
〇
一
七
年
「
前
橋
の
美
術
２
０
１
７
～
多
様
な
美
と
の
対
話
～
」
が

ア
ー
ツ
前
橋
で
開
催
さ
れ
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
前
橋
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
展
覧

会
と
し
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
た
な
前
橋
の
美
術
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
何
回
も
会
議
を
重
ね
て

「
前
橋
の
美
術
２
０
２
０
―
ト
ナ
リ
の
ビ
ジ
ュ
ツ
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
人
々
の
〈
つ
な
が
り
〉
を
テ
ー
マ
に
ア
ー
ツ
前
橋
を
会
場
に
し
た
作
品

展
示
に
加
え
、
街
な
か
で
の
活
動
と
し
て
数
ヵ
所
で
作
品
を
展
示
。
ま
た
、
学
校
や

施
設
等
へ
の
支
援
「
ア
ー
ト
ゆ
い
」
を
す
で
に
実
施
。
さ
ら
に
市
内
１１
カ
所
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
１
ヵ
所
の
私
設
美
術
館
が
協
力
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
展

覧
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
久
し
ぶ
り
に
ア
ー
ツ
前
橋
を
中
心
と
し
た
街
な
か
作
品
の
展
示
、
市
内

ギ
ャ
ラ
リ
ー
巡
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

数
日
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
フ
ェ
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
特
集
（
再
放
送
）
で
「
そ

の
路
地
を
右
へ　

森
山
大
道
・
東
京
を
撮
る
」
を
放
送
し
て
い
ま
し
た
。

森
山
大
道
は
一
九
三
八
年
生
ま
れ
で
世
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
写
真
家
で

す
。
三
島
由
紀
夫
の
「
薔
薇
刑
」
や
土
方
巽
「
鎌
鼬
」
の
写
真
集
で
知
ら
れ
る
細
江
英

公
の
助
手
も
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
る
写
真
家
で
す
。

　

私
事
で
す
が
、
一
昨
年
亡
く
な
っ
た
父
は
、
若
い
頃
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
き
、

風
景
や
人
物
、
桐
生
を
中
心
に
昭
和
二
十
年
以
降
の
写
真
を
仕
事
の
合
間
に
撮
り
続

け
て
い
ま
し
た
。
子
供
心
に
狭
い
暗
室
に
一
緒
に
入
り
ツ
ー
ン
と
す
る
現
像
液
の
臭

い
の
中
で
印
画
紙
に
浮
き
上
が
っ
て
く
る
映
像
は
、
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
で
し
た
。

年
末
年
始
に
か
け
て
の
休
暇
で
は
、
膨
大
な
数
の
写
真
を
見
な
が
ら
処
分
す
る
写
真

の
整
理
を
し
て
い
ま
し
た
。
桐
生
は
戦
災
で
焼
け
な
か
っ
た
の
で
路
地
は
今
で
も
多

く
残
っ
て
い
ま
す
が
、
懐
か
し
い
木
造
の
桐
生
駅
や
新
川
に
あ
っ
た
児
童
遊
園
地
は

写
真
の
中
だ
け
に
生
き
残
っ
て
い
ま
し
た
。

第
一
勧
銀
の
レ
ン
ガ
の
建
物
、
戦
後
の
風
俗
は
、
す
っ
か
り
過
去
の
遺
物
の
よ
う
に

写
真
の
中
だ
け
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
路
地
だ
け
は
桐
生
の
大
き
な
遺
産
に

な
っ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
自
転
車
で
桐
生
の
町
を
撮
影
し
て
み
る
と
銭
湯

や
路
地
に
雑
然
と
置
か
れ
た
植
木
や
無
造
作
に
干
さ
れ
た
洗
濯
物
に
今
で
も
昭
和
の

臭
い
が
し
ま
し
た
。
世
界
的
な
写
真
家
の
森
山
大
道
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
の
被
写
体

は
、
な
ぜ
か
父
の
レ
ン
ズ
の
向
こ
う
の
景
色
の
よ
う
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）
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前
橋
の
美
術
２
０
２
０
協
力
企
画

井
田
秋
雄
個
展　
　
　
　
　

        　
〈
ノ
イ
エ
ス
企
画
〉

　

―
二
度
見
し
て
畑
打
ち
返
す
試
み
―

　

「
前
橋
の
美
術
２
０
２
０
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
協
力
企
画
展
を
実

施
し
て
い
る
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ　

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ　

Ｍ
Ａ
Ｐ
を
同

封
し
ま
す
。

各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
詳
細
は
、
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
は
、
展
覧
会
会
期
中
以
外
は
休
廊
し
て
い
ま
す
。

綿
貫
哲
雄
作
陶
展　
　
　
　
〈
ノ
イ
エ
ス
企
画
〉

　
　
　

会
期　
　

二
月
二
十
二
日
（
土
）
～
三
月
一
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
　
　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

綿
貫
哲
雄
氏
の
二
年
ぶ
り
の
個
展
で
す
。

最
近
で
は
、「
和
」
の
器
と
同
時
に
「
洋
」
の
器
も
手
が
け
て
使
い
や

す
い
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

近
作
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

展
覧
会
の
打
合
せ
で
井
田
秋
雄
先
生
の
ご
自
宅
で
作
品
を
拝
見

し
な
が
ら
制
作
に
つ
い
て
一
時
間
程
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

若
い
頃
か
ら
現
在
に
い
た
る
経
歴
や
人
間
関
係
や
製
作
の
原
点
と

も
い
え
る
貴
重
な
内
容
で
し
た
。

川
の
流
れ
、
そ
の
崖
の
向
こ
う
側
に
見
え
る
も
の
を
見
つ
め
、
表

現
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
「
群

盲
象
を
評
す
」と
い
う
イ
ン
ド
の
寓
話
の
原
典
か
ら
き
て
い
る「
木

を
見
て
林
を
見
ず
」
と
い
う
真
実
の
多
面
性
と
真
実
に
目
を
向
け

よ
う
と
し
な
く
て
は
と
い
う
話
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
描
か
れ
て
い
る
風
景
の
向
こ
う
側
に
あ
る
作
家
の
真
理
が
構

図
や
マ
チ
エ
ー
ル
や
色
彩
か
ら
感
じ
と
れ
る
・
・
・
そ
ん
な
感
覚

的
に
触
発
さ
れ
る
よ
う
な
時
間
で
し
た
。

今
回
は
、
六
十
号
～
百
号
を
含
む
四
十
数
点
の
展
示
で
す
。

長
い
間
、
ま
と
ま
っ
た
作
品
を
見
た
い
・
・
・
と
思
い
続
け
て
い

た
井
田
秋
雄
先
生
の
展
覧
会
で
す
。
是
非
、
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
期　
　

一
月
二
十
五
日
（
土
）
～
二
月
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

前
橋
の
美
術
２
０
２
０
協
力
企
画

可
視
２
０
２
０　
　
　
　
　
　

      　

        

〈
ノ
イ
エ
ス
企
画
〉

　
　
　
　

＊
初
日
の
午
後
四
時
よ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。

出
品
作
家

　

今
井
充
俊　
　

大
島
康
幸　
　

小
淵
俊
夫　
　

金
井
訓
志　

　

北
村
真
行　
　

坂
本
幸
重　
　

多
胡　

宏　
　

豊
嶋
康
男

　

原
澤
和
彦　
　

原　

誠
二

前
橋
の
美
術
２
０
２
０
協
力
企
画

４
人
の
作
家
に
よ
る
３
．
１１　
　
　
〈
ノ
イ
エ
ス
企
画
〉

               　

そ
の
前
と
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

金
家
秀
男
・
住
谷
夢
幻
・
多
胡　

宏
・
永
沼
鴻
雲
（
石
巻
在
住
）

　
　
　

会
期　
　

三
月
七
日
（
土
）
～
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
　
　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
震
、
津
波
、

福
島
原
発
事
故
に
よ
り
一
八
四
二
八
人
の
死
者
、
行
方
不
明
者
。
そ
し

て
今
な
お
多
く
の
人
々
が
被
災
地
で
日
々
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

表
現
者
と
し
て
現
地
を
訪
れ
被
災
地
を
歩
き
、
多
く
の
人
々
に
話
を

聞
き
、
表
現
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
３
．
１１
を
境
に
し
て
絵
画

や
版
画
、
書
、
陶
と
制
作
を
続
け
る
４
人
の
作
家
に
よ
る
展
覧
会
で
す
。

石
巻
在
住
の
永
沼
氏
を
加
え
、
東
日
本
大
震
災
の
前
と
後
の
作
品
を
展

示
し
、
人
間
に
と
っ
て
の
生
と
死
、
生
き
る
と
は
、
家
族
と
は
、
人
と
人

の
繋
が
り
と
は
、
生
活
と
は
、
医
療
と
は
福
祉
と
は
・
・
・
多
く
の
問

題
を
提
示
し
な
が
ら
作
品
と
向
き
合
っ
て
再
考
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。




